
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料１－２ 

　

旧：第二期帯広市環境基本計画　施策体系 新：第三期帯広市環境基本計画　施策体系（案）

１ (生きものとの共生)

人と生きものとがともに快適に

暮らせるまちづくり

２ (公害規制)

みんなが安心して暮らせるまちづくり

３ (循環型社会)

ごみを出さないまちづくり

４ (地球規模での環境保全)

地球の未来を考えたまちづくり

５ (アメニティーの保全と創造)

うるおいと安らぎのあるまちづくり

６ (自然・文化の保存)

歴史を大切にしたまちづくり

７ (市民参加・啓発)

まちづくりは市民の手で

1 多様な動植物の生息環境を保全するために

2 自然の息吹を感じながら暮らすために

3 豊かな河畔林に続く緑の道を守り続けるために

4 帯広の生物とその暮らしを守るために

5 安全な空気のもとで暮らすために（大気）

6 安全な水辺を守るために（水質）

7 静かにゆったりと暮らせるように（騒音・振動）

8 さわやかな空気のもとで暮らすために（悪臭）

9 安全な作物をつくりつづけるために（土壌）

10 安定した地盤をめざして（地盤）

11  安心して暮らすために（化学物質）

12 私たちの生活から出るごみを減らすために

13 ごみを資源として利用するために

14 地球温暖化の防止にむけて

15 地球の酸性化を防止するために

16  オゾン層を破壊しないために

17  豊かな森林を守るために

18  世界の人々と手を携えた環境保全をめざして

19 自然な水辺を取り戻すために

20 市街地に身近ないこいの場を

21  きれいなまちで暮らすために

22  おいしい水の恵みがずっと得られるように

23 歴史が築き上げた文化を大切に

24 自然が創りあげた地形を大切に

25  自然とともに生きるアイヌの文化を現代に活かす

26  地域が育てた景観をまちづくりに活かす

27 まちづくりへの積極的参加をめざして

28 自主的な取り組みを進めるために

29  十勝の広域的な視点からみた市民ネットワークを

推進するために

７つの大きな環境目標 ２９の基本目標 基本目標 想定される基本施策

循環型社会の形成

地球環境の保全

市民参加
・環境配慮行動の実践

・広域的連携の推進

・地球温暖化の防止

・その他の地球環境保全対策の推進

自然共生社会の形成

※旧大きな環境目標1及び6を統合・整理

生活環境の保全

※旧大きな環境目標2及び5を統合・整理

・良好な生活環境の維持

・快適な環境の創造

・生物多様性の保全

・地域の自然資源の保全・活用

・生物多様性の保全

情報発信、特定外来種対策の推進、日高山脈襟裳国定公園の国立化、自然環境保

全地区の保全・監視、環境保全のための事前配慮

・地域の自然資源の保全

環境に配慮した農業、歴史・文化の継承と活用、自然資源の観光利用、地域固有

の景観特性に応じた景観形成

・良好な生活環境の維持

環境基準の達成・維持、公害防止協定の締結

・快適な環境の創造

公園・街路樹の整備、緑化の推進、良好な都市景観の形成、環境美化活動

・地球温暖化の防止

帯広市地球温暖化防止実行計画(区域施策編)の推進、再生可能エネルギーの利用、

新エネ・省エネ機器の導入促進、バイオマスの利用、帯広市地球温暖化防止実行計

画(事務事業編)の推進、気候変動に対する適応、JICA等での研修

・その他の地球環境保全対策の推進

オゾン層、酸性雨・雪等、JICA等での研修

・ごみ減量の推進

・資源循環の促進

・ごみの減量の推進

ごみの発生抑制、生ごみ減量化への支援、環境学習・教育の充実

・資源循環の促進

資源集団回収の推進、生ごみ、食品廃棄物、木質系廃棄物等のリサイクル推進、

ごみ焼却熱発電

・環境配慮行動の実践

クリーンキャンバス21、エコフレンズ、環境にやさしい活動実践校、出前環境教

室、講座の実施、全市一斉河川清掃、COOL CHOICE

・広域的連携の推進

十勝定住自立圏構想 環境作業部会との連携、十勝バイオマス産業都市、環境交

流会（保全推進会議）、とかちプラザ、百年記念館、図書館


